























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































― 300 ― ― 301 ―
　　自我锻炼和学习都是很了不起的事情。重要的是怎么锻炼、学习什么。
我作为一个过来之人，希望你们在这儿能打一个“问号”。锻炼和学习也会有
不同的道路、不同的方法，希望大家不要走弯路。
　　你们都是年轻人。年轻人就应该以自己的力量去开拓未来的道路。老人
指引的道路往往会无济于事。
　　刚才，一位青年引用了“无限风光在险峰”这首毛主席的诗词。日本要
迎接“无限风光”并不是一件容易的事情。我们中国人民花费了几十年的岁
月。为建设新中国，我们作了很多的牺牲。今后可能还会付出很大的代价。
给大家介绍一下，毛主席的另一首诗词里这样写道：
　　为有牺牲多壮志，
　　敢叫日月换新天。
　　你们去过中国，应该都去过天安门广场吧？大家都知道，天安门广场的
左侧耸立着中国革命博物馆和历史博物馆，右侧则是人民大会堂。它们中间
竖立的是人民英雄纪念碑。在人民大会堂建成前的中国历史上，数以万计的
人民付出了牺牲的代价。你们的会叫“中日两国的友情之桥青年会”吧。如
果你们想当连接两国间的友好桥梁的话，就要做好让无数个人踏着你们的身
躯踩过这座桥的心里准备。
　　你们的前途是光明灿烂的。当然，到达“无限的风光”还需要各位今后
不断的努力。但是，在这一过程中，我相信中国七亿五千万的人民一定会作
为你们坚强的后盾的，这一点是不可置疑的。
　　今天是年轻人的会。老人的发言就到此为止，将话语权还给年轻人。年
纪大了，说话太罗嗦了，还望大家多多包涵。
1 長崎と広島の原爆災害および原爆被害者が原爆による破壊の直接体験に関し
ては、『原子爆弾投下さる』（昭和戦争文学全集編集委員会編、集英社、1965年）、
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『広島・長崎の原爆災害』（広島市・長崎市原爆災害誌編集委員会編、岩波書店、
1979年）、『原爆を読む：広島・長崎を語りつぐ全ブックリスト』（水田九八二郎
著、講談社、1982年）、『原爆による惨害と被爆者：広島・長崎』（空白の昭和史
刊行委員会企画・編集、エムティ出版、1999年）、『戦争を記憶する：広島・ホロ
コーストと現在』（藤原帰一、講談社、2001年）、『広島：記憶のポリティクス』
（米山リサ著、小沢弘明、小澤祥子、小田島勝洪訳、岩波書店、2005年）、『韓国
原爆被害者苦痛の歴史：広島・長崎の記憶と証言』（鄭根植編、晋珠採録、市場
淳子訳、明石書店、2008年）、山田康博「『ナンバーズ・ゲーム』10年後の再論―
原爆投下をめぐって―」（『アジア太平洋論叢』第18号、2009年7月、p.123-145）
に詳しい。
2 冰心の計8回の来日状況については、拙著『冰心研究―女性・死・結婚』（汲古
書院、2010年、第2章<p.50-92>）に詳しい。今回新発見した座談会記録「原爆
被災の国にきて」（訳者不詳『婦人公論』第40巻第10号<総462号>、1955年10
月）を通して、冰心が1955年8月6-8日に広島で開催された原水爆禁止世界大会
に参加したという事実を判明した。その事実によって、拙著の第51頁で説明した
冰心4回目の来日の日付（1955年8月9-27日）に誤りがある。なお、『中国二十
世纪通鑒：1941-1960』（第3册）（中国二十世纪通鑒編輯委員会編著、線装書局、
2002年、p.3565）によると、冰心は1955年8月6日に広島に到着した。
3 「平和へ切なる祈り」『毎日新聞』1955年8月6日。
4 1955年にはスイスのジュネーブで、アメリカのアイゼンハワー大統領、ソ連の
ブルガーニン首相、イギリスのイーデン首相、フランスのフォール首相が集まっ
たジュネーブ四巨頭会議が開かれました。これは、冷戦が始まってからはじめて
の、米ソ首脳による平和について話し合われた会議であった。〔虞萍注〕
5 “四巨头会议”即1955年美国的艾森豪威尔总统、苏联的布尔加宁首相、英国的
艾登首相和法国的埃德加首相在瑞士的杰尼瓦召开的会议。这是冷战发生以来，美
苏首脑召开的第一次和平会议。〔虞萍注〕
6 謝冰心の生まれた年は1902年ではなく、1900年である。1999年に逝去した。〔虞
萍注〕
7 谢冰心的出生年不是1902年，而是1900年，逝世于1999年。〔虞萍注〕
